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横浜市水道局 

平成 22 年版 

環境報告書(概要版) 

 横浜市水道局では、環境保全の取組やその結果などを総合的・体系的に紹介

した「環境報告書」（小学生向けにはジュニア版）を作成し、公表しています。

 横浜市水道局のウェブサイトに掲載していますので、ぜひご覧ください。 

環境への取組をさらに進めるため、皆さまからの率直なご意見やご感想をお

待ちしています。 

URL：http://www.city.yokohama.jp/me/suidou/

 横浜市水道局は、「快適な市民生活を支える安心の水道」を基本理念とし、

その実現を目指す施策目標の一つとして「環境にやさしい水道システムを構

築するために」を掲げ、様々な取組を推進しています。 

平成 21 年度決算 環境会計 
～環境保全の取組をできる限り数値化して把握し、公表する仕組みです。～ 

① 環境保全コスト （どれだけのコストがかかったか） （単位：千円）

（単位：千円）

③ 経済効果 （どれだけの利益に貢献したか） 

② 環境保全効果 （どれだけの環境負荷の発生を防いだか） 

平成 22 年 12 月編集・発行 横浜市水道局経営企画課 
TEL045-671-3066 FAX045-664-6774 

 

【環境保全効果】24,210t‐CO₂   
二酸化炭素排出量換算で約 24,210t の削減効果がありま

した。これは、港北区の面積（約 31 k ㎡）とほぼ同じ広さ

の森林が 1 年間に吸収する二酸化炭素量に相当します。 

20 年度と比較すると約 652t‐CO₂減少していますが、こ

れは主に、省電力揚水ポンプによる取水量が減少したことに

伴い、効果が減少したことによるものです。 

＜主な取組＞ 水源かん養林による吸収 

省電力揚水ポンプの導入 など 

【経済効果】約 21 億 5 千万円 
環境保全対策を進めた結果、約 21 億 5 千万円の

利益に貢献しました。 

20 年度と比較すると、約 2 億 2 千万円の増加と

なっていますが、これは主に、水道工事の増加に伴

う工事発生土の再利用の効果が増加したことによ

るものです。 

＜主な取組＞ 工事発生土の再利用 

漏水防止対策 など 

ア　公害防止コスト
       浄水場の排水処理、大気汚染防止対策 842,464 604,293 238,171
イ　地球環境保全コスト
       水源林の管理、ダム湖の環境整備、太陽光・小水力発電の導入　など 1,066,424 1,009,361 57,063
ウ　資源循環コスト
      建設副産物リサイクル、漏水防止対策、再生メータ購入　など 1,165,372 1,211,166 △ 45,795

小　　計 3,074,260 2,824,820 249,439

（2） 管理活動コスト   除草作業の委託、環境情報の開示、職員研修　など 172,076 161,192 10,884

（3） 研究開発コスト   研究開発費 7,056 11,211 △ 4,155

（4） 社会活動コスト   水源かん養林ＰＲ、道志水源林ボランティア助成　など 82,411 98,639 △ 16,228

3,335,803 3,095,862 239,940合　　　　　　　計

増　減

（1） 水源から蛇口までの
　　水道事業本来の活動で
　　生じるコスト
　　（事業エリア内コスト）

21年度 20年度分　　類

(1) 設備の導入や省エネルギー行動による環境負荷物質削減効果

二酸化炭素 2,061 ｔ-CO２/年 2,750 ｔ-CO２/年 △ 689 ｔ-CO２/年

窒素酸化物 620 ㎏/年 867 ㎏/年 △ 247 ㎏/年

職場での節電等の省エネルギー行動 硫黄酸化物 539 ㎏/年 703 ㎏/年 △ 164 ㎏/年

―

(2) 事業活動から付随して生じる保全効果

二酸化炭素 446 ｔ-CO２/年 409 ｔ-CO２/年 37 ｔ-CO２/年

二酸化炭素 21,703 ｔ-CO２/年 21,703 ｔ-CO２/年 0 ｔ-CO２/年

(3) 資源の有効利用

アスファルト 151,725 ｔ 148,848 ｔ 2,877 ｔ

コンクリート 25,064 ｔ 22,085 ｔ 2,979 ｔ

再生アスファルト 116,074 ｔ 109,271 ｔ 6,803 ｔ

再生砕石 112,980 ｔ 104,163 ｔ 8,816 ｔ

乾燥固形物量 1,571 Dｓ-ｔ/年 1,930 Dｓ-ｔ/年 △ 359 Dｓ-ｔ/年

二酸化炭素排出削減量の合計 24,210 ｔ-CO２/年 24,862 ｔ-CO２/年 △ 652 ｔ-CO２/年

　　漏水防止に伴う二酸化炭素排出防止量

　　浄水場の浄水過程による発生土の有効利用量

　　省電力設備の導入

　　水源かん養林による二酸化炭素吸収量

　　屋上緑化・打ち水舗装の導入
　　省エネルギー行動

省電力揚水ポンプ
太陽光・小水力発電の導入

増　減

　　がれき類の再資源化

　　再生材利用

ヒートアイランド現象の抑制

20年度21年度

ヒートアイランド現象の抑制

2１年度 20年度 増　減

14,587
その他
　小水力発電の協働事業に対する報酬　など 2,826 5,401 △ 2,575

小　　　計 52,654 40,642 12,012
資源の循環利用による削減
　工事発生土の再利用、再生メーターの使用　など 1,494,177 1,346,941 147,236

小　　　計 2,102,033 1,893,442 208,591

2,154,687 1,934,084 220,603

70,457

57,048

489,453

△ 9,102

経済効果の内容

合　　　　計

費用削減
省エネルギーによる節減
　省電力揚水ポンプの導入、太陽光・小水力発電エネルギーの活用　など 47,946

559,910
その他
　漏水防止対策　など

廃棄物のリサイクルにより得られる収入
　不用品売却、園芸の土販売　など

収　　益
49,828 35,241

【環境保全コスト】約 33 億 4 千万円 

環境保全にかかったコストは約 33 億 4 千万円となりました。これは、

総事業費の約 2.8％にあたります。 

 20 年度と比較すると約 2 億 4 千万円増加していますが、これは主に、浄

水場の排水処理施設の改良工事、小水力発電設備の導入などによるものです。 

＜主な取組＞浄水場の排水処理、建設副産物リサイクル、ダム湖の環境整備 

太陽光・小水力発電の導入、水源林の管理 など 

（単位：千円）



水源から浄水場まで 浄水場から蛇口まで 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水をお届けするまでの環境負荷と主な環境保全への取組 
 

水道水をお届けするまでの環境負荷と主な環境保全への取組を紹介します。 

【電気】 

主に導水ポンプ設備の運転に使用 

 【軽油・灯油・ガソリン】 

設備や機械の運転に使用            

【薬品（ポリ塩化アルミニウム）】 

水の濁りを沈めて取りやすくするために使用  

浄水場 

21 年度に消費した資源・エネルギーの合計 

【電気】         ……1 億 3,096 万 kWh

【軽油・灯油・ガソリン】  

    ……1,096,731 ℓ 

【都市ガス】      ……15 万ｍ3 

【薬品（ポリ塩化アルミニウム）】 
……9,790ｔ 

【薬品（次亜塩素酸ナトリウム）】 
……４,184ｔ 

【電気】 

水をきれいにする設備の運転に使用       

【軽油・灯油・ガソリン】 

設備や機械の運転に使用               

【都市ガス】 

設備や機械の運転に使用           

【薬品（ポリ塩化アルミニウム）】 

水の濁りを沈めて取りやすくするために使用

【薬品（次亜塩素酸ナトリウム）】 

安全な水にするために使用 

【電気】 水を配水するポンプ設備の運転に使用    

【軽油・灯油・ガソリン】 工事や機械の運転に使用 

               

※ 環境に負荷のかかるポンプを使用した場合の水の流れをあらわしています。この他に、環境に負荷のかからない自然流下系統の水の流れもありますが、ここでは表示していません。 

※ 数値は小数点以下を四捨五入して示しているため、内訳の合計と合計値が合わないことがあります。 

21 年度に排出した物質の合計 

ＣＯ２ （二酸化炭素）……65,714ｔ-CO２/年

ＮＯⅹ（窒素酸化物）……185ｔ/年 

ＳＯｘ（硫黄酸化物）……74ｔ/年 

浄水処理発生土    ……4,733DS-ｔ/年  

水道工事の発生土    ……15 万ｍ3/年 

 

 

 

※ DS-ｔ（Dry Sludge-t ドライ・スラッジ・トン）：乾燥固形物量 

65,714ｔ-CO２は、およそ 8,647ｈa の森林

が 1 年間で吸収する CＯ２の量に相当します。

【二酸化炭素排出量について】  

年間総排出量は、前年度比較で約 728ｔ  

（約 1.1％）減少しました。 

なお、水道水 1ｍ3 あたりの排出量は

約 178ｇ（20 年度約 176ｇ）と増え

ましたが、これは主に、老朽管更新工事

の増加により工事車両の軽油使用量が増

えたことによるものです。 

※ CO2、NOx、SOx の排出量の算定につ

いては、国や電気事業者等が公表している

原単位をベースに算定しています。 

 

 

横浜市が山梨県道志村に保

有する水源かん養林を保護・育

成するため、枝打ちや間伐を行

うことで、道志川の良質な水を

守る努力を続けています。   

道志水源かん養林を保全しています。  

枝打ち作業 

 

浄水場 

ご家庭 

配水池 

海 

ダム 

ボランティアによる間伐作業 
 

 

 
太陽光や小水力発電設備

を設置し、発電した電力を

施設内で利用するなど、自

然エネルギーを有効活用し

ています。 

浄水場での取組です。 

 
太陽光発電

また、省電力揚水ポンプなど

の省エネルギー設備を導入して

いるほか、浄水処理発生土をリ

サイクルして「園芸の土」とし

て販売するなど、様々な取組を

行っています。        

 

 
園芸の土

 

 

水道に関連した環境

の重要性を楽しみなが

ら学んでいただけるよ

う、各年代に合わせた環

境教育メニューを用意

しています。      

環境教育を推進しています。 

出前水道教室

親子水道水質教室 

また、人手不足で手入

れが行き届かない民有林

についても、市民ボラン

ティアと協働して、森林

整備を行っています。   

取水ぜき 

（取組例） 

・ 出前水道教室【小学 4 年生】 

・ 親子水道水質教室 

【小学 4-6 年生、保護者】 

・ 浄水場見学【小学 4 年生、一般】

・ ジュニアボランティアによる道

志水源林ボランティア活動  

【高校生】        など 

水道工事 

ポンプ場




